
会　計　別 予算額（円） 対前年度比（％）

一　般　会　計 46億3,000万 77.55%

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 4億9,500万 100.00%
農 業 集 落 排 水…
処 理 施 設 事 業

1億8,600万 102.20%

土 地 取 得 1,083万 100.28%

介 護 保 険 4億4,713万 101.45%

後 期 高 齢 者 医 療 7,940万 122.72%

合　計 58億4,836万 81.64%

歳  出
（使いみち）

民生費
11億5,732万9千

予備費　600万

公債費　1,284万8千

商工費　4,026万

総務費
8億8,368万6千

教育費
5億6,368万7千

衛生費
5億1,115万1千

消防費
4億613万3千

農林水産業費
3億4,917万2千

土木費
3億2,001万3千

諸支出金
2億8,278万2千

議会費
9,693万9千

村税
35億

710万
8千

県支出金
1億3,651万1千

財産収入　4,093万6千

繰入金　3,948万7千

その他　2,432万4千

・村民税  5億7,572万4千
＜内訳＞　個人 2億6,972万3千
 法人 3億600万1千
・固定資産税 28億5,957万1千
・村たばこ税 4,900万
・その他税  2,281万3千

※骨格予算とは
　村長選挙を控えた年に、
　最低限必要な経費のみを
　盛り込んで組む予算

【村税の内訳】

地方譲与税
2億5,150万3千

地方消費税交付金
2億1,800万

国庫支出金
1億7,813万5千

歳  入
（財源）

法人事業税交付金　4,300万
諸収入　4,924万7千

繰越金　8,000万

使用料及び手数料　
6,174万9千
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新
年
度
予
算
を

斬
る
!!

一般会計予算 46億 3,000万円の内訳

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
の
予
算
的
な
措
置
は
考

え
て
い
る
か
。

　

国
で
対
策
が
順
次
進
め

ら
れ
て
く
る
と
思
う
。
今

の
と
こ
ろ
村
で
金
銭
的
な

支
援
対
策
は
考
え
て
い
な

い
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
や
児
童
館

な
ど
、
職
員
の
配
置
は
ど

う
か
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
を
午
前
８

時
か
ら
開
館
し
た
場
合
の

　
一
般
会
計

問答問答

費
用
は
、
国
が
負
担
す
る

と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。

　

児
童
館
や
学
校
職
員
も

ど
ん
な
問
題
が
あ
る
か
対

策
本
部
の
中
で
検
討
し
確

認
を
し
て
い
る
。

マスクは正しく着用しましょう

児童館入口
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飛
島
村
に
感
染
者
が
出

た
場
合
は
消
毒
な
ど
そ
れ

な
り
の
こ
と
を
し
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
う
の

で
、
予
算
が
な
く
て
困
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
体
制

を
整
え
て
ほ
し
い
。
ま
た

飛
島
独
自
の
現
金
給
付
を

す
る
こ
と
も
考
え
て
は
ど

う
か
。

　

そ
こ
に
至
る
か
ど
う
か

は
ま
だ
今
の
と
こ
ろ
必
要

な
い
と
考
え
る
が
、
緊
急

の
場
合
は
予
備
費
の
流
用

等
も
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　

  

…
橋
本
　
渉
議
員
　

飛
島
村
は
豊
か
な
財
政
を

持
つ
村
で
あ
る
の
で
、
住
民

負
担
の
軽
減
を
も
っ
と
推
し

問答討  

論

反
対

進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。
小

中
学
校
の
給
食
費
の
無
料
化

な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

負
担
の
軽
減
と
な
る
施
策
を

と
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
か

ら
反
対
す
る
。

　
　

  

…
井
田
　
晴
己
議
員

事
業
実
施
に
伴
い
、
事

業
の
効
果
等
の
検
討
を
重
ね
、

村
民
が
安
心
し
て
安
全
な
安

定
し
た
生
活
が
で
き
る
こ
と
、

並
び
に
村
民
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
反
映
さ
せ
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
願
い
、
経
費
節
減
を

念
頭
に
計
画
的
、
効
率
的
な

財
政
運
営
を
強
く
要
望
し
賛

成
す
る
。

（
賛
成
７
反
対
１
で
可
決
）

賛
成

国
民
健
康
保
険

　
新
年
度
か
ら
資
産
割
が

値
下
げ
さ
れ
、
そ
の
恩
恵

を
受
け
る
の
は
ど
の
ぐ
ら

い
か
。

　

加
入
者
約
６
０
０
世
帯

中
、
資
産
割
の
軽
減
対
象

と
な
る
世
帯
は
約
４
０
０

世
帯
と
な
る
。

　
低
所
得
者
層
の
方
に
値

下
げ
の
恩
恵
が
い
く
よ
う

な
施
策
が
必
要
。
平
等
割

(

１
世
帯
当
た
り)

も
安
く

な
い
。
近
隣
自
治
体
で
も

一
番
安
い
ぐ
ら
い
の
金
額

　
特
別
会
計

問答問

に
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

　

県
が
示
し
て
い
る
標
準

保
険
料
率
を
も
と
に
、
近

隣
の
市
町
村
の
動
向
を
見

つ
つ
、
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
で
協
議
し
、
負

担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
に

と
考
え
て
い
る
。

　
保
険
税
の
内
訳
が
変

わ
っ
て
資
産
割
が
な
く
な

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
将

来
的
に
は
ど
う
な
の
か
。

　

飛
島
村
と
し
て
も
固
定

資
産
を
保
有
し
て
る
方
が

担
税
力
が
あ
る
方
と
は
限

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

段
階
的
に
３
方
式
へ
移
行

し
て
い
る
。
今
後
も
県
の

運
営
方
針
が
示
さ
れ
た
段

階
で
改
め
て
協
議
す
る
。

　
　

  

…
橋
本
　
渉
議
員
　

今
全
国
的
に
国
民
健
康
保

険
税
が
高
い
と
言
わ
れ
問
題

に
な
っ
て
い
る
原
因
は
、
国

や
県
の
補
助
金
が
減
ら
さ
れ

て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

村
は
豊
か
な
財
政
を
使
っ
て

答問答討  

論

反
対

皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
を
す
る

べ
き
だ
と
思
う
立
場
か
ら
反

対
す
る
。

　
　

  

…
鈴
木
　
康
祐
議
員

愛
知
県
が
財
政
運
営
の
主

体
と
な
り
３
年
目
を
迎
え
る
。

保
険
税
を
値
上
げ
せ
ず
国
保

財
源
を
維
持
す
る
こ
と
は
困

難
な
中
、
住
民
へ
の
負
担
軽

減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
思
う
。
今
後
も
保
険

事
業
の
充
実
と
国
民
健
康
保

険
の
健
全
な
運
営
を
望
み
賛

成
す
る
。

�（
賛
成
７
反
対
１
で
可
決
）

農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
事
業

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

土
地
取
得

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

賛
成

介
護
保
険

　
介
護
保
険
財
政
を
見
て

い
る
と
も
っ
と
値
下
げ
で

き
る
状
況
で
は
な
い
か
と

思
う
が
見
解
は
。

　

今
第
７
期
の
途
中
で
あ

り
、
次
年
度
、
第
８
期
の

計
画
に
取
り
か
か
る
と
こ

ろ
。
そ
の
進
捗
状
況
に
応

じ
、
説
明
し
て
い
く
。

　
　

  

…
橋
本
　
渉
議
員
　

村
の
介
護
保
険
料
は
名
古

屋
市
に
次
ぎ
高
い
。
負
担
軽

減
の
た
め
に
財
政
運
営
を
き

ち
ん
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

保
険
料
が
高
い
と
い
う
こ
と

で
反
対
す
る
。

問答討  

論

反
対

住
民
課
窓
口

出典：首相官邸HPより

すこやかセンター
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…
渡
邉
　
一
弘
議
員

こ
の
予
算
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
実
施
す
る
う
え
で

必
要
な
予
算
で
あ
り
、
適
正

か
つ
妥
当
な
も
の
と
考
え
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防

事
業
等
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
適
正
な
介
護
保
険
の

運
営
に
努
め
る
こ
と
を
要
望

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

と
な
る
こ
と
を
切
に
願
い
賛

成
す
る
。

（
賛
成
７
反
対
１
で
可
決
）

後
期
高
齢
者
医
療

　
大
幅
に
値
上
げ
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体

的
な
説
明
を
。

　

保
険
料
の
所
得
割
率

が
８
・
76
か
ら
９
・
64

に
、
均
等
割
額
は
４
万
５ 

３
７
９
円
か
ら
４
万
８ 

７
６
５
円
に
値
上
げ
に
な

る
。
理
由
と
し
て
は
被
保

険
者
の
増
と
医
療
費
の
増

額
に
よ
る
。

　
一
人
当
た
り
ど
の
ぐ
ら

い
の
値
上
げ
か
。

賛
成

問答問

　

１
人
当
た
り
８
万
５
６ 

７
４
円
か
ら
９
万
６
４ 

５
２
円
と
な
り
、
１
万 

７
７
８
円
の
値
上
げ
に
な

る
。
令
和
元
年
度
賦
課

ベ
ー
ス
に
よ
る
試
算
の
た

め
、
変
動
す
る
場
合
が
あ

る
。

　
　

  
…
橋
本
　
渉
議
員
　

１
人
当
た
り
の
保
険
料

が
１
万
１
０
０
０
円
ほ
ど
値

上
げ
さ
れ
、
年
金
な
ど
は
下

が
っ
て
お
り
負
担
が
増
大
す

る
ば
か
り
だ
。
こ
の
医
療
制

度
そ
の
も
の
が
お
年
寄
り
の

負
担
を
増
大
さ
せ
、
さ
ら
に

医
療
差
別
も
行
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
会
計
で
あ
る
の

で
反
対
す
る
。

答討  
論

反
対

　
　

  

…
小
川
　
政
徳
議
員

年
々
増
加
す
る
高
齢
者
の

医
療
費
を
国
民
全
員
で
支
援

し
、
ま
た
高
齢
者
の
方
々
に

も
医
療
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
、
相
互

扶
助
に
の
っ
と
っ
た
制
度
で

あ
る
。
高
齢
者
の
方
々
に
安

心
し
て
医
療
を
受
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
必
要
な
制
度

と
考
え
賛
成
す
る
。

（
賛
成
７
反
対
１
で
可
決
）

賛
成

任
期
満
了
に
伴
い
、
指
名

推
選
を
も
っ
て
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

海
部
南
部
消
防
組
合

◆
橋
本
　
　
渉
　
議
員

◆
渡
邉
　
一
弘
　
議
員

◆
上
田
　
光
彦
　
議
員

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合

◆
井
田
　
晴
己
　
議
員

海
部
南
部
水
道
企
業
団

◆
鈴
木
　
康
祐
　
議
員

◆
小
川
　
政
徳
　
議
員

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

人
事
案
件

�

多
田
裕
美
さ
ん

�

《
重
宝
》
　

中
山
恵
美
賀
さ
ん
の
辞
職

に
伴
い
、
多
田
裕
美
さ
ん
を

選
任
し
た
い
旨
、
議
会
へ
同

意
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
残
任
期
間
で
あ
る

令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で
で

す
。

�

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

教
育
委
員
会
委
員
を
選
任

環
境
対
策
委
員
会

　

検
討
事
項
の
報
告
を
受
け
、
情
報
交
換

を
し
ま
し
た
。

2／20
文
教
厚
生
委
員
会

　

3／10
総
務
経
済
委
員
会

　

関
係
議
案
の
審
議
を
し
ま
し
た
。

3／11
委
員
会
レ
ポ
ー
ト


